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故
間
島
先
生
に
就
て
忠
出
で
の
一
端
を
寄
す
る
よ
う
に
と
の

依
頼
の
あ
っ
た
時
直
ち
に
自
分
の
胸
中
に
浮
ん
だ
事
は
、
人
各

々
観
る
所
を
異
に
す
る
か
ら
自
分
の
思
出
で
が
誤
て
先
師
に
趨

を
失
ナ
る
が
如
き
こ
と
が
あ
っ
て
は
と
、

一
時
鴎
路
し
た
の
で

あ
る
が
、
併
し
叉
返
て
考
へ
る
時
は
自
分
の
息
出
で
が
他
の
人

の
夫
れ
と
異
左
る
所
が
あ
れ
ば
、
却
で
各
方
面
か
ら
先
師
の
全

貌
を
偲
ぶ
一
一
期
と
も
た
ら
う
と
息
ひ
、
請
は
る
L
俸
に
所
感
の

一
端
を
綴
る
と
と
与
し
た
。

第
三
十
九
巻

第

務

一
一
入

A 

京
都
帝
園
大
曲
学
に
法
科
大
事
が
開
設
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十

二
年
で
、
共
第
一
同
生
と
し
て
入
撃
し
た
自
分
等
教
十
名
の
者

は
酋
時
米
閣
師
り
の
一
新
進
の
嬰
者
E
F
一
稽
せ
ら
れ
た
児
玉
亮
太
郎

民
(
後
に
大
撃
を
解
し
て
原
敬
氏
の
秘
書
官
と
な
っ
た
が
不
幸
に
し
て

早
世
さ
れ
た
}
か
ら
経
済
原
論
を
感
ん
だ
の
で
あ
る
が
、

之
よ
り

先
き
「
最
近
経
済
論
』
の
名
著
を
以
て
名
聾
践
々
た
る
間
島
先
生

一
同
は
鶴
首
共

が
ム
が
か
ら
し
す
旅
任
ロ
れ
る
と
一
五
ふ
事
を
聞
き
、

日
の
一
日
も
速
か
に
来
ら
ん
と
と
を
待
望
し
た
も
の
で
あ
る
。

先
生
が
敵
洲
期
間
撃
を
了
へ
で
我
が
大
撃
の
講
壇
に
立
た
れ
た
の

は
開
校
の
翌
年
即
ち
三
十
三
年
か
ら
で
あ
っ
て
、
常
時
の
法
科

大
事
に
於
け
る
経
桝
財
政
に
闘
す
る
皐
科
は
殆
ん
左
先
生
の
濁

培
揚
た
る
が
如
き
観
が
る
っ
た
、
後
に
先
年
物
故
さ
れ
た
戸
田

教
授
と
か
現
在
街
ほ
健
在
に
講
壇
に
立
っ
て
居
ら
る
h
紳
戸
数

授
の
来
任
を
見
た
が
、
自
分
等
は
其
講
義
に
接
す
る
機
舎
を
多

く
持
た
ぬ
内
に
枇
舎
に
送
り
出
さ
れ
た
、
夫
故
に
初
代
の
法
科

大
車
生
の
経
済
財
政
に
闘
す
る
智
識
の
多
分
は
先
生
の
直
偉
で

あ
り
叉
そ
れ
が
総
て
ピ
あ
っ
た
と
稽
し
で
も
敢
て
過
言
で
た

ぃ
。
明
治
三
十
年
に
其
初
版
を
公
に
さ
れ
た
『
最
近
経
済
論
』
は
、



之
よ
り
遥
か
以
前
に
浮
田
和
民
氏
に
よ
り
て
課
さ
れ
た
ラ

l
キ

ツ
ド
氏
の
『
経
消
息
之
原
理
』
等
と
共
に
営
時
の
経
済
皐
徒
の
耽

諸
情
か
ざ
る
所
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
就
中
『
最
近
経
済
論
』
は

此
種
の
著
港
中
最
高
峰
た
る
地
位
を
占
め
て
居
っ
た
。

先
生
は
少
年
時
代
三
島
先
生
の
二
松
感
舎
に
曲
学
ん
で
漠
皐
の

浩
詣
頗
る
深
〈
、
諸
子
百
家
の
典
籍
に
精
通
し
て
居
ら
れ
た
所

か
ら
、
共
文
章
は
簡
潔
然
か
も
含
蓄
に
富
め
る
名
交
を
以
て
綴

ら
れ
、
専
門
の
相
官
識
以
外
に
北
ハ
名
丈
に
依
り
C
砕
渡
せ
ら
る
L
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も
の
で
あ
る
か
先
生
は
最
近
に
至
る
迄
口
語
惜
の
文
字
を
好
ま

れ
守
、
口
語
備
は
冗
長
に
し
て
無
用
の
文
字
を
羅
列
す
る
に
過

ぎ
ざ
る
文
章
界
の
邪
道
で
あ
る
と
号
一
門
は
ん
ば
か
り
に
之
を
排
尿

し
て
居
ら
れ
た
。
談
偶
h
文
章
論
に
及
ぶ
と
口
語
慌
の
文
章
を

指
摘
し
て
『
予
を
し
て
筆
を
執
ら
し
め
ば
之
を
二
分
の
一
乃
至

三
分
の
一
に
短
縮
す
る
は
易
々
た
る
の
み
』
と
話
さ
れ
た
こ
と

さ
へ
あ
っ
た
。
併
し
最
近
は
幾
分
此
の
如
き
考
へ
方
を
改
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
自
ら
口
語
憾
に
近
き
論
文
を
さ
へ
公
に

さ
れ
て
居
た
よ
う
で
あ
る
。

這

憶

文

先
生
が
智
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
費
で
今
夏
之
を

事
新
し
〈
遁
ぺ
る
ま
で
も
泣
い
が
、
同
時
に
情
に
厚
〈
又
意
士
山

の
非
常
に
強
同
友
人
で
あ
っ
た
止
云
ふ
こ
と
を
看
過
し
て
は
た

ら
ぬ
と
思
ふ
。

先
生
の
情
誼
に
厚
か
っ
た
一
例
と
し
て
自
分
の
A
1
向
ほ
記
憶

に
新
紅
る
一
事
は
、
故
東
京
帝
聞
大
事
名
品
骨
教
授
金
井
延
博
士

は
先
生
の
東
大
在
墜
中
の
恩
師
で
あ
っ
た
闘
係
も
あ
ら
う
が
常

に
之
を
隼
敬
し
て
居
ら
れ
、
又
金
井
博
士
も
先
生
の
事
を
断
え
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)'、

~í手

に
犬
鳳
?
を
出
て
直
ち
に
大
阪
高
等
商
業
製
校
に
奉
服
一
年
徐
に

し
て
文
部
省
よ
り
海
外
留
準
を
命
ぜ
ら
れ
て
上
京
せ
ん
と
し
た

時
、
先
生
は
金
井
博
士
に
紹
介
の
持
を
執
ら
れ
且
久
澗
を
謝
ず

る
旨
の
博
ニ
コ
同
を
託
さ
れ
た
、
上
京
早
速
博
士
を
訪
問
し
た
所
、

博
士
は
『
田
島
君
か
ら
君
の
事
を
聞
い
た
か
ら
本
年
は
東
大
出

身
者
中
よ
り
自
分
の
推
薦
せ
ん
と
し
た
官
接
生
候
補
者
の
申
出

を
見
合
せ
た
』
と
云
ふ
と
と
を
其
話
中
に
挟
ま
れ
た
。
此
事
を

耳
に
し
て
向
分
は
、
雨
先
生
聞
の
情
誼
の
濃
や
か
友
る
と
と
に

衷
心
よ
り
敬
服
し
た
。
先
生
自
ら
拐
を
以
て
情
誼
の
重
ん
や
'
ぺ

第
三
十
九
巻
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i邑

憶

文

き
を
示
さ
れ
た
所
か
ら
、
門
下
生
又
は
先
生
の
知
過
を
受
け
た

る
者
の
中
に
趨
ま
情
誼
を
顧
み
ざ
る
が
如
き
行
動
を
矯
す
者
の

あ
る
時
は
、
人
一
倍
之
を
憤
慨
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
に
於
で
は
此
の
如
く
情
の
人
で
あ
っ
た
と
同
時
に
他
方

に
於
て
は
叉
強
き
意
志
の
人
で
あ
っ
た
、
部
ち
一
度
自
己
の
信

念
に
訴
へ
て
或
事
を
決
心
さ
れ
た
以
上
は
之
佐
賀
一
徹
ぜ
十
ん
ば

止
ま
仰
と
公
ふ
胤
が
あ
っ
た
、
之
が
鴻
に
時
に
は
測
ら
立
る
挟

解
を
招
か
る
与
が
如
き
こ
と
さ
へ
あ
っ
た
が
、
併
し
何
等
私
心

を
挟
全
ざ
る
公
明
在
大
た
る
意
見
を
吐
露
せ
ら
れ
た
後
は
、
恰

も
光
風
雰
月
の
如
〈
胸
中
一
瓢
の
鰭
ま
り
を
離
せ
ら
れ
な
か
っ

た
江
戸
に
生
れ
、
江
戸
に
育
ち
、
江
戸
に
教
育
を
受
け
ら
れ
た

先
生
は
、
共
学
生
を
雅
や
か
左
京
洛
の
地
に
迭
ら
れ
た
が
、
比

叡
の
蔵
、
加
茂
の
流
れ
も
稜
々
た
る
先
生
の
気
骨
を
如
何
と
も

ず
る
能
は
守
、
結
局
生
粋
の
江
戸
兇
と
し
て
叉
寅
に
園
士
の
典

型
と
し
て
終
生
共
面
白
を
全
ふ
せ
ら
れ
た
。


